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（１）後藤グループ 

① 研究代表者：後藤 由季子 （東京大学分子細胞生物学研究所、教授） 

②研究項目 

・胎生期の神経幹細胞運命制御メカニズムについて 

・成体神経幹細胞の起源について 
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§§§§２２２２．．．．研究実施内容研究実施内容研究実施内容研究実施内容        

(文中に番号がある場合は（３－１）に対応する) 

 

研究のねらい 

神経回路の構成素子であるニューロンとグリア細胞は、共通の前駆細胞である神経系前駆細胞か

ら発生過程に従い、決まった順序で産み出される。本研究課題のひとつの目標は、（１）この発生

時期依存的な神経系前駆細胞の運命転換機構を明らかにする事である。もうひとつの目標は、

（２）成体の神経幹細胞の発生過程における起源を調べるとともに、成体神経幹細胞のニューロン

産生と回路に取り込まれる条件を探索する事である。 

 

これまでの研究の概要 

・ 成体神経幹細胞の「低い分裂頻度」の制御機構とその意義について 

成体脳においても神経幹細胞は生涯にわたってニューロンを生み続けている。海馬の新生ニュー

ロンは既存の神経回路に組み込まれ、学習・記憶に寄与すると考えられている。海馬における新

生ニューロンの産生量は、様々な条件によってダイナミックに変化する。運動、学習などの神経活

動やある種の気分障害改善薬により新生ニューロン数は増加し、一方ストレスや老化により新生ニ

ューロン数は減少する。しかしながら、いかなる内因性の分子メカニズムによって成体神経幹細胞

や新生ニューロンの数が制御されているかについては未だ殆ど明らかになっていない。 

成体の神経幹細胞の分裂頻度は非常に低く保たれているが、その意義は不明である。分裂頻

度が低い意義を調べるためには、分裂頻度を抑制している分子機構を明らかにし、それを操作す

ることが重要な手がかりとなる。我々はこれまでに成体神経幹細胞の分裂頻度を制御する分子を

同定している（未発表）。本研究では、この分子の成体神経幹細胞特異的ノックアウトの表現型を

解析することで低い分裂頻度の意義を調べた。また、この分子の発現量が変化する条件も検討し

た。 
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